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キーワーバとしての変化４

吉田道雄■成長は変化から生まれる１
１

ながら，あるいはそれを乗り越えながら現実の場面で「行動」を磨いていく

ことの重要性を指摘したつもりである。そこでキーになるのは「変化」であ

る。本連載の冒頭に，「学校教育の目的は，子どもたちを『生長（生き長ら

えさせる)』のではなく，『成長（新しいものに成り続け）させる』ことであ

る」と書いた。その目的を達成するために「教師自身も『成長』し」ていく

べきであることも強調した。そして，それは組織に所属するすべてのメンバ

ーにも完壁に当てはまるのである。大人も子どもも，そして管理職も一般の

メンバーたちも，「生きる」だけではなく「成る」ことが求められているの

である。

これを考えるとき，筆者にはいつも将棋のイメージが頭に浮かぶ。将棋の

駒は「玉（王）将」を筆頭に8種類あるが，最前線で一列に並ぶのが「歩」

である。それは9枚もあって駒としては最も多いのだが，その力はきわめて

弱い。とにかく死を覚』悟して前に進むしかないのである。しかし,その「歩」

も敵陣まで達すると「金」と同じ大きな力を与えられる。文字どおり「成金」

である。このとき小さな駒は「裏返って『金』に成る」のだ。これはリーダ

ーシップを考えるにあたって，じつに象徴的なルールである。しっかり自分

の役割を果たすためにひたすら前進する。そして一定の成果が得られたら，

次のステップとして自らひつくり返って「成長」する。もちろん，将棋では

人間が駒を裏返すのだが，リーダーシップの場合は自分自身をひっくり返す

ことが重要なのである。それはまさに「自力で変化する」ことを意味してい

る。組織のリーダーは，しばしばフォロワーたちの行動を変えようとする。

そのために，ときには強制的な力を使うこともある。また状況によっては懐

柔策を取ることもあるだろう。いわゆる「アメとムチ」による働きかけであ
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